
　
成
績
な
ど
は
必
ず
主
催

者
発
行
の
も
の
と
照
合
し

て
く
だ
さ
い
。

岡山県内の交通事故（県警調べ）

区 分 �日 本年累計

人身事故（件） ２８ ３６９２（－７９５）

死 者（人） ０ ４５（＋１）

うち高齢者 ０ ２５（－３）

負傷者（人） ２９ ４３３５（－９７８）

累計のかっこ内は前年比。取り締まり強化中

２枠複 ２枠単 ２車複 ２車単 ３連複 ３連単 　ワ　イ　ド
①（３－６）１６７０ ３４５０（３－９－７）１８３０ ３５５０ ３２５０ ２０３６０（３－９）７００（３－７） ５８０（７－９） ６６０
②（１－４） ３２０ ５３０（１－４－２） ３１０ ４８０ ７１０ １２６０（１－４）２１０（１－２） ４１０（２－４） ４２０
③（６－１）１３３０ ２４４０（９－１－５）１２７０ ２６６０ １０９０ １１６６０（１－９）３８０（５－９） ５００（１－５） ３００
④（１－３） ６８０ ８４０（１－３－２） ７３０ ８００ １９２０ ５０００（１－３）３００（１－２） ４７０（２－３） ６３０
⑤（６－３） ８４０ １３５０（９－３－４） ８００ １３９０ １５９０ ３７４０（３－９）４８０（４－９） ７００（３－４）１１６０
⑥（１－２） ６３０ ５９０（１－２－６） ５５０ ６５０１１０６０ １９０８０（１－２）３００（１－６）１３２０（２－６）３４７０
⑦（１－４） ２５０ ７９０（１－５－９） ２４０ ７５０ ６６０ ３３００（１－５）１９０（１－９） ４１０（５－９） ２７０
⑧（４－２） １７０ ２９０（５－２－４） １７０ ２９０ ７９０ １９５０（２－５）１２０（４－５） ３６０（２－４） ４５０
⑨（５－１） ２４０ ３７０（７－１－５） ２７０ ３４０ ３５０ ６００（１－７）１６０（５－７） ２００（１－５） ３６０
⑩（３－１）２４５０ ５６２０（３－１－９）２３７０ ５３８０ ８０７０ ４４８６０（１－３）６８０（３－９）１８７０（１－９）１１９０
⑪（３－１） ２４０ ２７０（３－１－７） ２３０ ２７０ １２８０ １９５０（１－３）１６０（３－７） ４８０（１－７） ８８０
⑫（３－６） １８０ ２１０（３－８－７） ２００ ２３０ ２１９０ ２７７０（３－８）１５０（３－７） ５７０（７－８）１２２０

　
◇
玉
野
競
輪
（
１
日
）

暴
力
追
放
宣
言
　
企
業
や
業
界
団

体
が
暴
力
団
と
の
関
係
の
断
絶
を
表

明
す
る
宣
言
。
法
律
な
ど
に
明
確
な
定
義
は
な
い
。

県
内
で
は
「
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
」
「
金
を
出
さ
な

い
」
「
交
際
し
な
い
」
と
い
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
盛

り
込
み
、
警
察
や
県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

に
提
出
。
同
時
に
宣
言
書
を
事
業
所
な
ど
に
掲
げ
、

ア
ピ
ー
ル
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
る
。

「暴力追放宣言」を手に、宣

言の意義を語る近藤会長

　県暴力追放運動推進センター

（岡山市北区厚生町）は、２０１６

年に受理した相談件数をまとめ

た。総件数は７１１件（前年比�

件減）。不当要求などでトラブ

ルになった「相手」が暴力団関

係者かどうか特定できないケー

スが９割を占め、暴力団対策法

の規制を逃れるための〝潜在化〟

が進んでいるとみられる。

　相談の内訳は、暴力団関係者

かどうかの照合が最も多く５００

件（前年比�件増）。みかじめ

料など暴力団対策法に抵触する

不当要求は１１２件（同�件減）、恐

喝、傷害といった刑法犯に当た

る内容は�件（同６件増）だった。

業種別では、金融保険（３２７件）

サービス（�件）卸・小売業（�

件）建設業（�件）と続いた。

　全ての相談のうち、トラブル

の相手が「暴力団」と判明した

のは�件、えせ右翼団体や総会

屋など反社会勢力は４件だっ

た。残る６３５件（�．３％）は

「不明」。暴力団組織を離脱

したように装った人物らが含

まれる可能性があるといい、

同センターは「法規制の網か

ら逃れようとする動きが背景

にある」としている。

　同センターによると、�年

の相談件数は７年ぶりに８００

件を下回った�年に続き、２

年連続で減少。暴力団への利

益供与を禁じ、�年に施行さ

れた県暴力団排除条例が奏功

しているとみられ、小西誠詞

専務理事は「各業界団体を中

心に暴力団情報を独自に取り

まとめ、これを活用した暴力

団排除が進んでいる」と指摘。

「暴力団との関係遮断に困っ

たら迷わず相談を」と呼び掛

けている。

　相談、問い合わせは県暴力

追放運動推進センター（０８６

―２３３―２１４０）。（柏谷和宏）

　
暴
力
団
の
資
金
源
を
断
つ
た
め
、
暴
力
団
対
策
法
が
組
員
ら
に
よ
る
不

当
要
求
行
為
を
厳
し
く
取
り
締
ま
る
一
方
、
あ
ら
ゆ
る
手
法
で
事
業
者
側

に
接
触
を
図
り
、
金
銭
を
求
め
る
行
為
は
後
を
絶
た
な
い
と
い
わ
れ
る
。

「
み
か
じ
め
料
」
の
求
め
に
屈
し
た
過
去
を
持
ち
、
２
０
０
７
年
２
月
の

き

ぜ

ん

「
暴
力
追
放
宣
言
」
以
降
、
不
当
要
求
を
毅
然
と
は
ね
返
し
て
き
た
と
自

負
す
る
会
社
が
あ
る
。
岡
山
市
南
区
海
岸
通
の
解
体
業
「
コ
ン
ケ
ン
」
だ
。

近
藤
義
会
長
（
�
）が
宣
言
の
意
義
、
こ
の
�
年
の
取
り
組
み
を
実
名
で
語

っ
た
。
（
柏
谷
和
宏
）

　
―
〝
裏
社
会
〟
と
つ
な
が
っ

て
い
た
過
去
が
あ
っ
た
。

　
１
９
６
８
年
に
創
業
し
約
�

年
前
、
岡
山
市
中
心
部
へ
事
業

を
拡
大
さ
せ
た
。
当
時
は
「
暴

力
団
と
関
係
を
持
た
な
け
れ
ば

仕
事
は
で
き
な
い
」
と
当
然
の

よ
う
に
考
え
て
い
た
。
解
体
工

事
に
伴
う
騒
音
、
粉
じ
ん
で
迷

惑
を
掛
け
か
ね
な
い
地
元
住
民

へ
の
対
策
費
な
ど
を
名
目
と
す

る
「
み
か
じ
め
料
」
を
求
め
ら

れ
、
多
い
月
に
は
数
百
万
円
単

位
で
払
っ
て
い
た
。
県
警
に
は

「
暴
力
団
と
関
係
が
深
い
会
社
」

と
マ
ー
ク
さ
れ
て
い
た
は
ず

だ
。

　
｜
「
暴
力
追
放
宣
言
」
を
出

し
た
経
緯
は
。

　
２
０
０
６
年
４
月
に
受
け
た

税
務
署
の
調
査
で
み
か
じ
め
料
に

関
す
る
不
明
朗
会
計
が
明
る
み
と

な
り
、
１
億
円
を
超
え
る
追
徴
課

税
を
命
じ
ら
れ
た
。
経
営
は
破
綻

寸
前
に
陥
り
、
こ
れ
で
わ
れ
に
返

っ
た
。
健
全
な
経
営
に
は
法
令
違

反
を
ゼ
ロ
に
し
て
社
会
の
信
頼
を

得
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
決
意

し
た
。
暴
力
団
側
は
資
金
源
の
一

つ
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
だ

け
に
関
係
断
絶
に
向
け
、
�
年
６

月
に
始
め
た
交
渉
は
難
航
し
た
。

県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

や
県
警
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、
税

務
調
査
か
ら
８
カ
月
か
け
、
よ
う

や
く
関
係
の
遮
断
を
達
成
し
「
宣

言
」
を
出
す
に
至
っ
た
。

　
｜
仕
事
や
生
活
へ
の
影
響
は
な

か
っ
た
の
か
。

　
み
か
じ
め
料
と
い
う
暴
力
団
対

策
費
は
な
く
な
っ
た
一
方
、
理
由

は
分
か
ら
な
い
が
、
仕
事
が
回
っ

て
こ
な
く
な
り
、
年
間
売
り
上
げ

は
�
億
円
か
ら
�
億
円
に
激
減
し

た
。
犯
人
は
不
明
だ
が
、
自
宅
に

鉄
球
の
よ
う
な
物
が
投
げ
入
れ
ら

れ
た
こ
と
が
あ
り
、
身
の
危
険
を

感
じ
な
が
ら
過
ご
す
日
々
が
続
い

た
。
そ
れ
で
も
同
じ
過
ち
を
繰
り

返
す
ま
い
と
「
ク
リ
ー
ン
な
会
社

に
す
る
」
と
い
う
信
念
は
崩
さ
な

か
っ
た
。

　
―
こ
の
�
年
間
を
振
り
返
り
、

宣
言
の
意
義
を
ど
う
感
じ
る
か
。

　
暴
力
団
と
関
係
を
維
持
す
る
方

が
正
直
、
仕
事
は
や
り
や
す
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
不

適
切
な
支
出
が
続
く
上
、
裏
社
会

と
つ
な
が
る
社
員
が
必
要
と
な

り
、
嫌
な
思
い
を
さ
せ
た
。
社
員

が
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、
一
生
懸

命
働
け
る
環
境
に
す
る
に
は
、
や

は
り
関
係
を
断
ち
切
る
し
か
な

い
。
宣
言
に
共
鳴
し
て
く
れ
る
取

引
先
も
あ
り
、
売
り
上
げ
は
徐
々

に
回
復
し
て
き
た
。
今
や
業
界
で

は
社
名
を
隠
し
て
も
「
宣
言
を
出

し
た
こ
の
会
社
は
コ
ン
ケ
ン
だ
」

と
分
か
る
ほ
ど
取
り
組
み
は
認
知

さ
れ
て
い
る
。
大
変
な
日
々
だ
っ

た
が
、
暴
力
追
放
宣
言
を
出
し
て

本
当
に
良
か
っ
た
と
実
感
し
て
い

る
。

ＪＲ津山駅で行われた「ごんちゃん号」

の出発式

個性豊かな近代日本画が並ぶ会場

死亡事故抑止に向け、パトロールに出

発する県警交通機動隊の白バイ隊

（
２
　
日
）

　
午
前
　
倉
敷
市
西
坂
（
国
道

４
２
９
号
）
井
原
市
東
江
原
町

（
国
道
４
８
６
号
）
＝
こ
の
ほ

か
で
も
行
わ
れ
ま
す
。

　
笠
岡
市
六
番
町
の
市
立

竹
喬
美
術
館
で
開
か
れ
て

い
る
特
別
展
「
国
展
創
立

前
夜
―
大
正
前
期
の
京
都

の
日
本
画
―
」
（
山
陽
新

聞
社
共
催
）は
会
期
中
盤
。

１
日
も
美
術
フ
ァ
ン
が
訪

れ
、
新
た
な
表
現
を
目
指

し
た
個
性
豊
か
な
近
代
日

本
画
に
見
入
っ
た
。

　
小
野
竹
喬
（
笠
岡
市
出

身
）
や
土
田
麦
僊
ら
が
１

９
１
８
年
に
結
成
し
た
国

画
創
作
協
会
（
国
展
）
が

来
年
、
創
立
１
０
０
周
年

を
迎
え
る
の
を
機
に
企

画
。
ゆ
か
り
の
画
家
ら
�

人
の
約
�
点
か
ら
設
立
に

至
っ
た
経
緯
を
た
ど
る
。

　
会
場
に
は
、
し
な
や
か

な
ヒ
ョ
ウ
を
画
面
い
っ
ぱ

い
に
描
い
た
稲
垣
仲
静

ひ
ょ
う

「
豹
」
、
洋
画
と
南
画
の

影
響
を
受
け
た
竹
喬
の
風

景
画
「
島
二
作
」
と
い
っ

た
明
治
末
～
大
正
前
期
の

優
品
が
並
び
、
訪
れ
た
人

は
一
点
一
点
を
じ
っ
く
り

と
楽
し
ん
で
い
た
。

　
姉
と
訪
れ
た
小
谷
育
枝

さ
ん
（
�
）＝
倉
敷
市
玉
島

長
尾
＝
は
「
竹
喬
さ
ん
の

絵
は
自
然
の
空
気
や
風
を

感
じ
る
。
新
し
い
日
本
画

を
作
ろ
う
と
し
た
苦
労
が

う
か
が
え
る
力
作
ば
か

り
」
と
話
し
た
。

　
�
日
ま
で
。
�
日
以
外

の
月
曜
と
�
日
休
館
。

（
平
田
亜
沙
美
）

　
ご
ん
ご
ま
つ
り
に
来
て

ね
―
。
津
山
市
中
心
部
で

８
月
５
、
６
日
に
開
か
れ

る
「
第
�
回
津
山
納
涼
ご

ん
ご
ま
つ
り
」
（
同
市
、

津
山
商
工
会
議
所
な
ど
で

つ
く
る
実
行
委
主
催
）
を

Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
Ｊ
Ｒ
の

列
車
「
ご
ん
ち
ゃ
ん
号
」

の
出
発
式
が
１
日
、
同
市

大
谷
の
津
山
駅
で
行
わ
れ

た
。

　
車
両
の
先
頭
と
後
部

に
、
津
山
地
域
の
方
言
で

カ
ッ
パ
を
意
味
す
る
「
ご

ん
ご
」
に
ち
な
ん
だ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
・
ご
ん
ち
ゃ
ん

の
イ
ラ
ス
ト
や
開
催
日
を

記
し
た
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク

（
直
径
約
�
㌢
）を
掲
示
。

８
月
６
日
ま
で
津
山
線
津

山
―
岡
山
間
を
１
日
３
往

復
す
る
。

　
出
発
式
で
は
松
田
欣
也

同
会
議
所
会
頭
が
「
津
山

市
民
一
体
と
な
っ
て
祭
り

を
盛
り
上
げ
よ
う
」
と
呼

び
掛
け
、
桑
木
敏
則
津
山

駅
長
は
「
一
人
で
も
多
く

の
人
に
足
を
運
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
地
元
の
作
陽
保
育
園
児

�
人
が
、
祭
り
の
掛
け
声

「
ソ
ー
ヤ
レ
、
ソ
ー
ヤ
レ
、

ご
ん
ご
に
水
や
れ
」
と
声

を
出
し
な
が
ら
、
ご
ん
ご

ば

や

し

囃
子
に
合
わ
せ
た
踊
り
や

鼓
笛
演
奏
を
披
露
。
列
車

は
午
前
９
時
�
分
、
桑
木

駅
長
と
同
園
の
木
村
竜
真

ち
ゃ
ん
（
５
）、
ご
ん
ち
ゃ

ん
の
合
図
で
出
発
し
た
。

　
ま
つ
り
初
日
は
、
市
民ふん

約
２
千
人
が
ご
ん
ご
に
扮

し
て
市
中
心
部
を
練
る

「
ご
ん
ご
踊
り
」
、
６
日

は
花
火
大
会
が
あ
り
、
約

６
千
発
を
打
ち
上
げ
る
。

（
山
本
未
来
王
）

踏
切
に
車
、伯
備
線
に
遅
れ

　
１
日
午
後
３
時
�
分
ご
ろ
、

倉
敷
市
老
松
町
、
Ｊ
Ｒ
伯
備
線

清
音
｜
倉
敷
間
に
あ
る
清
音
街

道
踏
切
（
警
報
機
、
遮
断
機
あ

り
）で
非
常
ボ
タ
ン
が
押
さ
れ
、

備
中
高
梁
発
岡
山
行
き
普
通
列

車
（
２
両
編
成
、
約
�
人
）
が

手
前
で
緊
急
停
車
し
た
。
踏
切

内
で
は
軽
自
動
車
が
故
障
し
て

立
ち
往
生
し
て
お
り
、
倉
敷
｜

備
中
高
梁
間
で
運
転
を
約
�
分

見
合
わ
せ
た
。
け
が
人
は
な
か

っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
岡
山
支
社
に
よ

る
と
、
上
下
７
本
が
最
大
�
分

遅
れ
、
８
０
０
人
に
影
響
し
た
。

　
県
内
の
交
通
死
亡
事
故

が
６
月
以
降
、
前
年
同
期

を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
発
生

し
て
い
る
と
し
て
、
県
警

は
１
日
、
事
故
抑
止
に
向

け
、
交
通
機
動
隊
と
各
署

の
白
バ
イ
隊
に
よ
る
緊
急

対
策
を
始
め
た
。
８
月
末

ま
で
の
２
カ
月
間
、
事
故

の
多
い
時
間
帯
や
路
線
を

中
心
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強

化
す
る
。

　
岡
山
市
北
区
い
ず
み
町

の
県
警
機
動
隊
駐
車
場
で

出
発
式
が
あ
り
、
竹
本
俊

彦
交
通
部
長
が
「
道
路
上

の
緊
張
感
を
高
め
、
交
通

安
全
意
識
の
高
揚
に
努
め

て
ほ
し
い
」
と
訓
示
。
白

バ
イ
�
台
が
街
頭
へ
一
斉

に
繰
り
出
し
た
。

　
県
警
に
よ
る
と
、
県
内

で
５
月
末
ま
で
に
�
人
だ

っ
た
今
年
の
交
通
事
故
死

者
は
６
月
の
１
カ
月
間
だ

け
で
�
人
増
え
、
同
月
末

時
点
で
前
年
同
期
比
１
人

増
。
時
間
帯
で
は
午
後
２

時
～
４
時
と
同
６
時
～
８

時
、
路
線
で
は
幹
線
道
以

外
の
県
道
や
市
町
村
道
で

の
事
故
が
目
立
っ
た
。

　
緊
急
対
策
は
午
後
２
時

～
８
時
に
実
施
。
１
日
当

た
り
交
通
機
動
隊
の
最
大

�
台
と
全
�
署
の
白
バ
イ

が
、
幹
線
道
以
外
の
道
路

を
中
心
に
県
内
全
域
で
取

り
締
ま
り
に
当
た
る
。

（
柏
谷
和
宏
）

　
１
日
の
県
内
は
高
気
圧

に
覆
わ
れ
て
気
温
が
上
昇

し
、
所
に
よ
っ
て
真
夏
並

み
の
暑
さ
に
。
湿
っ
た
空

気
も
南
か
ら
流
れ
込
み
、

蒸
し
蒸
し
し
た
一
日
と
な

っ
た
。

　
最
高
気
温
は
、
高
梁
市

�
・
９
度
（
平
年
�
・
９

度
）
真
庭
市
久
世
�
・
５

度
（
同
�
・
６
度
）
岡
山

市
�
・
２
度
（
同
�
・
１

度
）
な
ど
。
各
地
で
平
年

を
５
～
２
度
ほ
ど
上
回

り
、
全
�
観
測
地
点
の
う

ち
�
地
点
で
今
年
の
最
高

を
更
新
し
た
。

　
県
内
の
各
消
防
に
よ
る

と
１
日
夕
現
在
、
熱
中
症

と
み
ら
れ
る
症
状
で
岡

山
、
倉
敷
、
高
梁
な
ど
８

市
の
計
�
人
を
救
急
搬
送

し
た
。
部
活
動
を
し
て
い

た
中
学
生
の
搬
送
が
複
数

あ
っ
た
。

　
大
気
の
状
態
が
不
安
定

と
な
り
、
県
北
部
で
は
１

日
夕
以
降
、
竜
巻
注
意
情

報
が
断
続
的
に
発
令
さ
れ

た
。
岡
山
地
方
気
象
台
は

「
２
日
は
湿
っ
た
空
気
の

影
響
で
お
お
む
ね
曇
り
、

局
地
的
に
雨
や
雷
雨
が
あ

る
だ
ろ
う
」と
し
て
い
る
。

（
平
田
知
也
）
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